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昔の写真を探しています！
問 総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555
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▶申し分ない秋晴の中「伝統
の祭」（P1-3）が行われ、町の
皆さんが輝いているシーンを
たくさん撮ろうと走り回りました。
きらびやかな山笠も圧巻でし
たが、何と言っても熱い人々
に感動。額に汗を流し声を枯
らしながら一丸となっている姿
がとてもかっこよかったです。
祭の余韻を感じさせるわだち
が残る町の風景も、福智なら
ではでとても好きです。（黒崎）

鵙も

ず

一い
っ

声せ

い

今
日
が
始
ま
る
長
寿
村

栗
飯
や
老
い
て
ま
す
ま
す
医
者
嫌ぎ

ら

ひ

弓
道
士
射
る
瞬
間
の
眼

ま
な
こ

澄
む

白
線
の
襟え

り

爽
や
か
に
女
学
生

締
め
鯖さ

ば

の
酢
の
強
す
ぎ
し
男

を
と
こ

膳ぜ

ん

横
笛
の
優
美
な
音
色
夕ゆ

う

月づ

き

夜よ

運
命
の
糸
紡つ

む

ぐ
か
に
曼ま

ん

珠じ

ゅ

沙し

ゃ

華げ

忘
却
の
先
に
あ
る
も
の
秋
の
暮く

れ

挨あ

い

拶さ

つ

の
良
き
子
二
学
期
始
ま
り
ぬ

松
岡　

蔦
枝

加
藤
き
み
子

建
部
三
由
紀

西
田　

真
美

安
田　

健
一

岩
井　

童
子

桂　
　

啓
子

新　
　

芳
枝

小
野　

美
幸

秋
風
の
広
場
を
な
し
て
埴は

に

輪わ

苑え

ん

法
師
蝉
名な

残ご

り

鳴
き
し
て
早
日
暮
れ

霧
に
消
ゆ
車
の
音
や
阿
蘇
の
旅

名
月
を
連
れ
て
疾
走
高
速
路

眼
の
届
く
限
り
の
晴
れ
て
稲
の
秋

雨
降
れ
ば
早
暮
れ
初
め
し
九
月
尽じ

ん

病
室
の
窓
の
景
色
の
運
動
会

優
し
さ
を
く
れ
し
絵
手
紙
秋
桜

誕
生
日
独

ひ
と
り

で
祝
う
温ぬ

く

め
酒

山
寺
は
母
の
ふ
と
こ
ろ
法
師
蝉

帰
り
路
の
し
ば
し
歩
を
止
め
秋
夕ゆ

焼や

け

芳
野
も
と
子

石
井　

恵
子

小
場　

妙
子

丸
山　

鈴
子

熊
谷
カ
ツ
ミ

吉
田　
　

弘

千
手　

弘
子

大
久
保
幸
子

水
上　

翆
人

米
原
ふ
さ
枝

池
田　

駒
女

三
村　

和
子

福
田
キ
ヨ
子

桑
野　

昭
子

越
智　

早
苗

村
上　

美
幸

八
代　

範
夫

高
村　

三
也

福
田　
　

昌

少
子
化
に
さ
び
し
く
な
り
ぬ
笛
太
鼓
祭
囃ば

や

子し

に
き
お
ふ
は
大
人
よ

陽ひ

射さ

し
初そ

む
掘
に
水す

い

蓮れ
ん

ほ
こ
ろ
び
ぬ
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
ご
と
ふ
ん
わ
り
と
笑
み

わ
ろ
き
歯
を
か
ば
い
て
浅
漬
食は

み
に
つ
つ
来こ

し
方か

た

思
ふ
一
人
の
朝あ

さ

餉げ

う
ろ
こ
雲
水み

な

面も

に
写
り
風
に
消
ゆ
ま
た
写
れ
る
を
心
待
ち
に
し
て

不
思
議
な
り
「
子し

規き

忌き

」
に
わ
れ
は
産
ま
れ
た
る
因い

ん

縁ね
ん

つ
く
り
て
歌
に
励
ま
む

秋
彼
岸
に
子
ら
里
帰
り
か
隣

と
な
り

家や

の
老
い
し
主あ

る

人じ

の
声
の
あ
か
る
き

虐
待
し
わ
が
子
を
殺
す
親
の
あ
り
そ
の
親
の
愛
に
育は

ぐ

く
ま
れ
し
を

低
く
飛
ぶ
矢や

道み
ち

の
芝
生
を
赤
ト
ン
ボ
矢
を
引
き
放
て
ば
高
く
の
ぼ
れ
り

さ
し
芽
せ
し
鉢
に
咲
き
初そ

む
秋
薔そ

う

薇び

す
れ
違
ふ
積
荷
の
上
の
案
山
子
か
な

ど
ん
ぐ
り
の
落
つ
る
音
聞
く
日
傘
か
な

友
へ
文
一
夜
の
癒
し
夜よ

の
長
し

耀
か
が
よ

ふ
て
夜
明
け
の
星
の
秋
彼
岸

栗
生な

る
と
毬い

が

が
お
し
え
る
山
の
道

髪
染
め
て
旅
の
一
歩
や
鰯
雲

さ
は
や
か
な
大お

お

阿あ

蘇そ

原は

ら

の
風
と
今

亡
き
母
の
後
継
ぎ
た
く
て
ホ
句
の
秋

渡
邊　

一
枝

尾
崎　

和
子

木
村　

誠
一

倉
石　

小
夜

白
石　

凡
子

杉　

フ
ジ
ヱ

長
尾　

冴
子

藤
井
耿
之
介

山
本
恵
美
子

旧金田町秋の風物詩。仮装や
踊りの行列が町を練り歩き、今と
は違ったにぎわいを見せました。
山笠は今ほど豪華なものではあ
りませんが、響き渡る笛や太鼓
の音が人 の々心を弾ませました。

提供者●竹崎 昇造さん
撮影日●昭和37年頃

金田町の秋祭り

▶田川市郡の広報担当で取
り組んだ合同特集（Ｐ4-7）。
まち独自の施策や時事問題、
旬な情報をお送りする普段の
特集とは一味違い、「地域課
題を“チーム田川”で考えてみ
よう」と企画し、８市町村の
紙面で一斉にお知らせしてい
ます。「税のない社会」を分
かりやすく表現しようと扮した、
一際偽者感が強すぎる警官
だけは後悔しています。（相原）

中央公民館図書室  ☎28-4100
（福智町赤池 970 番地 3）

開室時間／9時～17時
休室日／毎週㊊・毎月第３㊐・㊗・年末年始
　　　　蔵書整理期間（不定期）
貸出期間／２週間［１度に１人５冊まで］

「鳥越館長を囲む会」第三弾開催！

「図書館・歴史資料館準備室」
からのお知らせ No.6

田分館の集会室で 9 月27日、第 3 弾となる「鳥越館
長を囲んでの座談会」が開かれ、27 人が参加しました。

参加者からは「職員の研修やボランティアの養成をしっかり行
うべき」、「町の総合計画や教育大綱との連動性を明確にする
べき」との意見や、「小さな子どもたちのプレイルームや、特産
物を販売するコーナーを設置してほしい」、「福智ならではの本
を選書してほしい」という要望など、今回も多くの声が寄せられ
ました。現在、今までの座談会や住民説明会などでいただいた
意見や要望、アイデアを元に基本設計を進めています。今後
は新しい図書館・歴史資料館の“運営”や“利用方法”について
皆さんと考えていく予定です。また「図書館建設の今」をさらに
広く発信し、多くの人に図書館やまちの魅力をPRしていきます。

図書室では本の貸出の他、新刊図書の発注・受入れ、
寄贈本の受付・処理などを行っています。また探し
ている本が見つからない場合、県内の図書館から取
り寄せ、貸出すサービス(相互貸借サービス )など
も行い皆さんの読みたい本を探すお手伝いをして
います。まずは、図書室をのぞいてみませんか。

金
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意
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。

ご利用ください。まちの図書室
本の情報と紹介

中央公民館 図書室のご紹介

図書室にお立ち寄りください！

問生涯学習課 公民館係（図書） ☎ 28-2046

まちの図書司書セレクション

文／ローラ・M・シェーファー　絵／クリストファー・M・シェファー
出版／ポプラ社

『ライフタイムいきものたちの一生と数字』

一生の間にトナカイの角は10
回生え変わり、キツツキは木に
30個の穴を開け、カンガルー
は50匹の子どもを産みます。
いきもの達の一生に隠れている
色々な数字の不思議が詰まっ
たユニークな科学の絵本です。

著／伊藤 フミ
出版／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

『チロルチョコで働いています』

新商品を開発する「企画室」に
配属された入社２年目の女性
社員が主役。最高の商品を生
み出すために、企画室の仲間と
共に大奮闘します。お菓子メー
カーの裏側がのぞける、お仕
事応援コミックエッセイです。

10月１日㊍～30日㊎の期間、皆さ
んに本の寄贈をお願いしたところ、
多くの本をいただきました。現在、
受け入れ準備をすすめていますので、
整理ができ次第、図書室に並べます。
本を寄贈してくださったみなさん、
ありがとうございました。

寄贈本のお礼

図書司書

北川 由樹子さん

面白い本がたくさん

そろっていますよ！


